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121 - 国家の改革 
 国家社会主義革命の道は、国家社会主義党の創立から新秩序の実現ま

で、さまざまな段階を経ているが、その中で最も重要なのは、国家社会主

義人民国家の建設である。革命は、人民大衆の同意と承認を得て行われ

る。だからこそ、西欧型の民主主義国家では、現行の法秩序に従って、つ

まり合法的に、真に自由な選挙を認める限りにおいて、革命は遂行されう

るのである。 

ナチス禁止令下の半植民地自治領であるFRGは、選挙は行うものの、その

内容はごく限られたものでしかない。しかし、新戦線の思想集団は、国家

改造という目標を闘争の中間段階として設定し、FRGにおける法革命を目

指している。これは、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領の第25項に由

来するもので、国家に強力な中央権力の創設を求めるが、憲法上の根拠を

直接変えることはないとしている。したがって、新戦線は、FRGの法体系

の枠内での国家の改革を法的に要求しているのである。この構成は、以下

の通りです。 

 国家元首の直接選挙 

 国民投票、プレビスカイトの導入。 

 最強政党に議会の絶対多数を確保すると同時に、小政党にも得票数

に応じた議席を与える選挙法改正（5％ハードルの廃止）。 

 すべての政党禁止令の解除とNSDAPを含むすべての政党の選挙への
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参加。 

このような国家の改革は、NSDAPが国家社会主義革命のために人民大衆

を獲得し、国家社会主義憲法を導入するための法的条件を整え、その結

果、国家社会主義人民国家を樹立することを容易にするのである。 

 

122 - PROUD 

生物学的ヒューマニズムの世界観として、国家社会主義は、自然の法則に

よって決定される生命の現実を、すべての生命体に等しく適用することを

基本としている。したがって、人間という種も、生存競争の中で、遺伝、

分化、淘汰といった生命の法則に従うことになる（エリートの項も参

照）。しかし、人間は唯一の生命体として、退廃と種の死を代償に、自由

意志によって種や自然に反し、生命の法則を無視した生き方をすることが

できる。 

しかし、国家社会主義は、アーリア人（アーリア人を参照）の中に、自然

の法則に従って生きることによって、自分たちの種族の保存と発展を可能

にし、促進しようとする意志を呼び起こしたいと考えているのである。国

家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）は、この努力の意志の担

い手である。このような生命と生活に対する姿勢を政治的に表現したもの

が、環境保護と人種衛生を基軸とする生命保護政策である。しかし、その

ような意志は、自分の種族、自分の民族に対する誇りが先行して初めて生

まれ、持続するものである。 

したがって、国家社会主義は、人種的誇りを要求し、促進し、すべての人

間の平等のイデオロギーを生命に敵対する教条主義として否定し、生命の

多様性を公言し、それによって種の保存と発展の意志を可能にするのであ

る。人種的憎悪は、人種や民族の優劣を考えるのと同じように、彼らに

とっては異質なものである（「Untermensch」も参照）。すべての人種や

民族には、それなりの良し悪しがあり、才能のある人もない人もいて、そ

の中には、種との関係で、優れている人も劣っている人も含まれます。し

かし、それぞれの種は異なるため、比較することはできません。どの民族

も、どの国民も、自らの種族に誇りを持って生き、発展していくべきで

す。これは、国家社会主義がアーリア人種のすべての民族に教えているこ
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とである。これこそNSDAPがドイツ国民のために戦っていることなの

だ。 

したがって、誇りは、特に、党のシュトゥルム＝アプタイリュンゲンを組

織形態とする戦闘的タイプの政治的兵士との関係において、国家社会主義

の価値理想主義の倫理に含まれるものである。だから、「誇りを持て！」

という要求は、政治的兵士の十戒に属するのである。 

プライドとは、まず第一に自分の人種、自分の民族に対するものであり、

さらに他のすべての自然・文化的共同体が種の保存と発展に役立つのであ

れば、その限りにおいてのものである。そのため、SAマンのプライドは

意識に具現化される。 

SAはドイツの宿命であり、今もそうである。 

  

123 - ストラテジー 
 戦略とは、政治運動が長期的な目標を達成するための道筋を示すことで

あり、要するに、権力を獲得し、最終的に権力を掌握するための指針を提

供することである。 

国家社会主義においては、戦略的構想は、国家社会主義党の党綱領によっ

て定められ、決定される政治闘争の基本条件の一つである。ドイツでは、

国家社会主義ドイツ労働者党が禁止されている間、この党の路線は、新戦

線の一般路線に取って代わられる。 

新世代の国家社会主義運動の戦略（新世代の国家社会主義を参照）は、そ

の目的として、まずNSDAPの再創設、次に権力の再奪取を強調し、国家

社会主義を公然と宣言することによって引き起こされる大衆心理の逆転の

プロセスに基礎をおいている。 

国家社会主義、その指導者、シンボルは、今でもドイツに遍在している。

先の大戦の勝者とそのドイツ人従者たちは、支配的な標準化大衆社会の支

配のためのあらゆる宣伝手段をいまだに完全に支配しているので、これら

すべては実に圧倒的に否定的に判断され、毎日膨大な努力で新たに非難さ

れ侮辱され闘わされている（残虐宣伝の項を参照）。しかし、現在の社会

秩序の全ての政治的・社会的勢力と権力による、国家社会主義の一貫した



4 

拒絶にこそ、唯一の選択肢として真剣に受け止められ、大衆の共感を得、

年々明らかになりつつある真の体制的危機の際に影響力と権力を獲得する

大きなチャンスがあるのである。 

支配的なマイナス世界は、何よりもまず自分たちを「反ナチス」と見な

し、絶えずこのことを飽きるほど繰り返し強調するので、国家社会主義を

公然と宣言することは、いわば、このシステムの信頼性と威信を失うほど

自動的に魅力的になるのである。いったん大衆が真のオルタナティブを求

めるようになれば、体制に適応することで妥協した勢力ではなく、体制の

自己イメージにおいて、彼ら自身の自己イメージと同様に、あらゆる点で

今日のブルジョア的生活秩序に対する最も極端な対抗イメージである運動

--国家社会主義労働者党（Bürgertumund Arbeitertum参照）に期待すること

になるだろう！」。 

ナチス禁止令の解除要求とNSDAPの再確立のための政治活動は、した

がって、ドイツにおける国家社会主義党による権力の再奪取のための、し

たがって、新戦線の活動のための決定的な、戦略的アプローチなのであ

る。この戦略を実行するために、国家社会主義者の幹部は、さまざまなフ

ロント組織を利用する。 

この国家社会主義の公然たる宣言に対する体制の極めて激しい抵抗は、国

家社会主義者の過激派に、投獄されるほどの犠牲を払う覚悟を要求してい

る。しかし、このことは、新戦力の戦略が間違っていることを証明するも

のではなく、逆に、体制が直面する危険を明確に認識したことを証明する

ものである。 

  

124 - 前方部 

シュトゥルム＝アブテイルングは、国家社会主義ドイツ労働者党における

政治的兵士の組織的な体現である。新世代の国家社会主義は、この政治的

兵役にこそ、その誕生、成功、勝利の希望を負っている。特に新戦線は、

自らを新しいSAの核とすることを意識していた。そのため、シュトルム

＝アブテイルングの伝統と精神を幹部の模範として公言している。 

新前線はSAの伝統を次のように定義している。 
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 SAは、兵士の革命的な同盟である（Männerbundを参照）。 

 SAは、政治的に統合された革命的な人民軍（人民防衛を参照）の中

核である。 

 SAは、意識的に、また明確な確信のもとに、NSDAPのシュトゥルム

アブテイリング（すなわち下部組織）であり、その政治指導に無条

件に従属する。 

 SAは合法的な革命が可能な場合、武力転覆を否定する（「人狼」を

参照）。 

 SAは不滅の思想共同体である。 

 SAは、SAスピリットの生きた手本によって機能します。 

 SAは、自らが推し進める国家社会主義の革命の最悪の敵として、情

け容赦なく反動と闘う。 

 SAは、人間の思考、感情、行動の退行現象としてのあらゆるドグマ

ティズムと戦います。 

 SAは、1945/56年JdFの勝者のニュルンベルク復讐裁判の歪んだ基準

に照らしても、「犯罪組織」ではないことを誇らしげに指摘してい

るのです。したがって、SAの伝統を自認する国家社会主義を禁止す

ることは、よく知られているように、FRGの最高の指針とされてい

る戦勝国の原則に照らしても正当化されないのです。 

この伝統とともに、SAの精神は、国家社会主義の政治的兵士を特徴づけ

ている。この精神は、政治家としての十戒に表れている。 

1. faith!信仰は私たちの生活の基盤です。 

2. 従え!服従は我々の革命の偉大な美徳である（規律を参照）。 

3. ファイト!闘争は政治的な兵士の生きがいである。 

 誠実であれ!私たちの名誉は忠実と呼ばれます。 

5. 同志であれ!仲間意識はコミュニティの必須条件です。 

 自分を磨く！？国家社会主義者は学ぶことを止めない（「パーソナ

リティ」の項も参照）。 
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7. 慎重であること!一つの行いは、百の大言壮語よりも価値がある。 

8. 勇気を出して!勇気とは、己に打ち勝つ意志である。 

9. Be proud!SAはドイツの運命であり、今もそうである（「プライド」

を参照）。 

10. 情け容赦なく!闘争に励み、勝利に励む--これこそ、民族社会主義革

命を完成させる方法です。 

革命勝利後の国家社会主義人民国家は、SA国家となる。SAが国家を支配

したいからではなく-それは党の任務である-、人民のすべての戦闘的な人

間を獲得し形成するからであり、これらの戦闘的な人間が国家において正

当な地位を占めるからであり、SAは国家社会主義人民国家の保護を内外

に引き継ぎ、この目的のために軍務に適したすべての人間を動員し組織化

するからである。 

国家社会主義フォルクススタートにおけるSAの任務は、種の保存と発展

を目的とした人民の総動員である。新秩序への移行後、SAの隊列の中か

ら、伝統的な秩序の長期的な安定を確保するために、それらの戦闘的な男

性連合や宗教信徒が出現する（「オルデン」の項も参照）。 

 

125 - タクティクス 
戦略とは、権力を獲得・共有するための行動指針を示し、長期的な展望を

分析・開拓するものであるのに対し、戦術とは、政治運動が短期的にその

影響力と信奉者を増加させることを可能にする作業である。 

したがって、新戦線共同体の一般路線は、戦略的な概念だけでなく、戦術

的な考慮も含んでおり、戦術は常に戦略に従属する。  

戦略なき戦術は、盲目的な行動主義につながる。戦術なき戦略は、セクト

主義につながる。一緒になって初めて、権力への道を指し示すことができ

るのです。その戦術を実現するために、新戦線はさまざまな大衆組織を利

用する。 

新戦線の戦術は、それなりに安定した条件をもつ自由資本主義の大衆社会
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の条件下では、大衆は世界観や理想や政治思想に関心を持たないという認

識に基づいている（自由資本主義、価値相対主義を参照）。彼らは、ほと

んど自分たちの身近な生活環境にしか興味がないのです。不満、不利益、

不公平だけが、ここで憤り、極端な場合には反乱につながり、その結果、

革命運動が人々の間で大衆的基盤を拡大するための出発点を提供する。 

したがって、新戦線は、不満と批判があるところには、不満を反乱に、反

乱を革命に発展させようとする国家社会主義者もいるように、幹部を配置

するのである。闘争と政治活動は、戦術の分野ほど柔軟で適応的でなけれ

ばならないところはない。現在、新戦線の戦術は大きく4つのアプローチ

に分かれている。 

1. 外国人の侵入に対する戦い。 

2. 環境悪化に立ち向かう。 

3. アメリカニズムに対する文化革命。 

4.真の平和を実現するために、 統一された中立の全ドイツ（ドイツを

参照）を目指す 闘い。 

これらの問題は、それぞれ不満を持つ大衆を動員することができる。正義

の平和秩序を確立するための生命保護や中立主義が今日では「左翼的」な

問題とされる一方、現在アメリカニズムとして主に表現される外国人の流

入や退廃に対する批判は「右翼的」なものとされます。一方、Völkischeの

運動としての国家社会主義は、「右」でも「左」でもなく、両方の要素を

持ち、民族の生きる意志（willを参照）を体現している。だからこそ、こ

れらすべての問題を一つの究極的な体制打破の政治革命運動に結合し、戦

術的前提条件と戦略的必要条件を結合し、それによって革命を実現するこ

とができるのである。 

支配体制がこれらの問題の一つも解決できないことを証明し、逆にその解

決の必要性がますます高まっているため、前述の革命的戦術の出発点が最

も重要であると思われる。特に、過剰な外貨準備と環境悪化については、

その傾向が顕著です。しかし、新戦線は、同盟政策の助けを借りて、潜在

的に、あるいは実際にシステム・クリティカルな流れに影響を与え、すべ

てのシステム危機と新たな問題を利用しようと努めているのである。国民
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は常にこのことを意識していなければなりません。 

システムに欠陥はない-欠陥があるのはシステムだ 
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